
医療史跡

　薬になる動植物や鉱物を知るための学問「本草学」
が中国で生まれ，わが国では貝原益軒（1630～1714年）
により「大和本草」が著されたことは，本誌 2016年
12月号の本欄で紹介した 1）。
　1757（宝暦 7）年に全国の特産品を集めた日本最初
の博覧会を開き，それを元に 1763（宝暦 13）年，図
鑑「物類品隲（ぶつるいひんしつ）」を刊行した平賀
源内（1728～1779年）の功績がある。動植物に限らず，
国内で産出される鉱物から利尿や下剤になる薬品を製
造する方法が述べられ，朝鮮人参や甘藷の栽培法や製
糖法の記述もある 2）。
　杉田玄白（1733～1817年）は，“蘭学事始”の中で「こ
の男，業は本草家にて，生れ得て理にさとく，敏才に
して，よく時の人気に叶ひし生れなりき」と平賀源内
を評している 3）。
　発明家としては，長崎遊学のおりに手に入れた壊れ
たエレキテル（摩擦静電気発生装置）を手探りの中で
復元製作し，「エレキテル見物客多し」と大いに源内
の名声を高めた。大山師（高山家）としては，埼玉県
中津川鉱山（硫砒鉄鉱）の発掘で，秩父山中に源内居
を残している。また秋田県阿仁鉱山（金鉱）の足跡は
阿仁伝承館で確認できる。美術家としては，司馬江漢
（1747～1818年），小田野直武（1750～1780年）等と
交わり，解体新書の表紙絵を描いた小田野直武は，源
内から陰影法の技法を学んだとされている。
　「才は人を誤らせる」という格言もあるが，多方面
にわたる才能を持ちつつも何事も突き詰めようという
姿勢を持ち続け得なかった。晩年の源内は，自分を認
めてくれぬ世に憤慨し，エレキテルの作り方を使用人
の職人に横取りされたこともあって人間不信，被害妄
想が拡大し悲劇が起きる。1779（安永 8）年 11月 20日，
神田橋本町の源内宅を訪れた大工と酒を飲み明かした
時，源内が明け方ふと目覚めて気が付くと，懐に入れ
ておいた筈の普請図がない。とっさに“盗まれた！”
と思った彼は大工に詰め寄り，押し問答の末に激高し，
ついに 1人を斬り殺してしまう。だがその普請図は，
源内の懐ではなく，帯の間から出てきたのであった。
同年 12月 18日，伝馬町の獄内で 51歳の心馴じまぬ
生涯を終えた。一説には発狂したとも，喧嘩の傷が悪
化した破傷風が原因ともいわれる 4）。

　友人杉田玄白は，源内の遺体を引き取り，浅草総泉
寺に埋葬し「嗟非常人，好非常事，行是非常，何死非
常 」（ああ非常の人，非常の事を好み，行ひこれ非常，
何ぞ非常に死するや）と源内の墓標に刻み源内の死を
悼んだ。人は今まさに死なんとする時，走馬燈のよう
に在りし日を思い出すという。源内自身もまた不遇の
思いを噛みしめていたのではないだろうか。
　源内の故郷は高松から JR高徳線で 30分ほどの海
の香りがするさぬき市志度である。平賀源内先生遺品
館があり，旧邸敷地内には恰幅のいい源内の銅像が建
っている。東京都台東区橋場にある源内の墓は角塔状
で笠付，上段角石に「安永八己亥十二月十八日 智見
霊雄居士 平賀源内墓」と彫られている。
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